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研究成果の概要（和文）：目的：医学生の外科志望に関する因子を分析する。対象と方法：外科研修中の若手医師のべ
39名（男32、女7）に、12回のインタビューを実施した。結果：以下の主題が抽出された。１．若手外科医は「臨床実
習・卒後研修の外科経験」により、「患者さんの回復への直接貢献」、「技術の習得と治療への応用」に魅力を感じ、
「外科的思考と方法論が合っている」と思い、外科を専攻していた。２．外科敬遠の理由は、「ワーク・ライフ・バラ
ンス困難さ」、「給与に反映されない」だが、若手外科医はそれらを厭わない傾向が共通した。３．外科医増のため、
卒前の「患者さんの回復過程を体験する機会」、卒後の「基本手術の執刀経験」等が挙げられた。

研究成果の概要（英文）：Purpose: To know the reasons of medical students' choice of surgery as their 
career. Materials and methods: Focus-group interviews with a total of 39 surgical residents (32 males, 7 
females). Results: The themes emerged were: #1 Young surgeons had chosen their specialty due to the 
experience in undergraduate clinical attachments and postgraduate clinical training in surgery, and they 
felt drawn to surgery because "it can directly contribute to patients' cure" and "I could master certain 
skills and apply them to disease treatment". They thought "the concept and methodology of surgery best 
matched myself". #2 Obstacles to medical students for becoming a surgeon were "difficulty in work-life 
balance" and "few rewards for hard work", but young surgeons shared a feature of not minding these 
drawbacks. #3 Strategies to increase surgeons would be "opportunities to see patient recovery by surgery" 
for medial students and "experience of basic surgery as the operator" for clinical trainees.
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１．研究開始当初の背景 
(１)近年、本邦の医師不足について地域偏在、
診療科偏在の２つの視点から検討がなされ
ている。診療科偏在のうち小児科では専門医
取得者の増加と出生率の低下が相まって対
象人口当たりの医師数は増加しているにか
かわらず中核的病院での勤務医の過重労働
が問題となっている（文献 1,2）。これについ
ては地域医療圏統合の必要性等の政策的課
題が指摘されている（文献 1,2）。一方、一般
外科および産婦人科等においては専門医の
絶対数減少が顕著であり、日本外科学会の専
門医取得者数は 1990年の 1,500人/年に対し、
2007年には 800人/年に半減している（文献
3）。とりわけ一般外科では超高齢社会に伴う
患者増のため、近い将来、診療を支えきれな
くなることが危惧されている。そのため、日
本外科学会は平成 21 年度に外科医師減少の
社会的影響に関する声明をホームページで
公開した（文献 3）。 
 
(２)医師の診療科偏在の背景については政策
審議会、地方自治体、有識者等からも多くの
報告があり（文献 1,4）、外科・産婦人科等を
医学科学生や新卒医師が敬遠する因子が分
析されている。不規則な勤務時間、医療事
故・訴訟の危険性、労働の低評価などが、医
学生が外科系を避ける主な因子とされる（文
献 3）。 
 
(３)女性医師が医師の半数を越える諸国では
外科希望者減の一因とされるが、本邦では医
師国家試験合格者の 2/3は男性であり、外科
専門医を取得する男性医師が著減し、女性医
師は漸増している（文献 5）。アジアでは韓国、
台湾において医学生の外科系離れが顕著で、
ヨーロッパ諸国でも外科を専攻する若手医
師の減少が問題とされ、多くの調査・研究報
告が見られる（文献 6-8）。イギリスでは外科
医師の動向につき卒前教育の動機付けから
30 年に亘る経過分析がなされ（文献 7）、フ
ランスでは国内全医学部の最終学年の学生
2,600 人を対象に進路意向調査が行われてい
る（文献 8）。医学科学生がライフスタイルを
重視し不規則な勤務形態を避ける傾向は、近
年、万国共通である。 
 
(４)外科志望の動機については、卒前臨床実
習がプラス因子であるとする報告とマイナ
スであるとする報告の両方が見られる（文献
9,10）。昨今、本邦の医学部では臨床実習期間
の延長が検討されているが、医学生が外科系
を敬遠するマイナス因子が臨床実習にある
とすれば、単なる期間延長は外科系離れを助
長することも懸念される。 
 
(５）以上より、卒前教育が医学科学生の卒後
専門科の選択、とりわけ外科系志望に及ぼす
影響の分析は本邦の医療の将来像を考察す
る上で、極めて重要である。本研究では教育

学の研究手法である質的研究法（Qualitative 
Research Methods）を用いて、医学科学生
および外科系の若手医師を対象とする調査
とより深い因子分析を行う。 
 
２．研究の目的 
 本邦では外科系診療科を志望する医学科
学生が減少している。同様の問題を抱える諸
外国では医学生の外科系志望に関する質的
研究が行われているが、本邦ではアンケート
報告はあるものの研究は見られない。本研究
では専門医数の減少が顕著な外科に的を絞
り、医学生の外科医志望に関する因子を卒前
教育との関わりから分析する。研究方法とし
て教育学・社会学の研究法である質的研究法
を用い、調査とより深い因子分析を行う。こ
れにより、卒前教育において医学生が外科診
療を身近に感じ将来の専攻へと繋がる教育
環境整備への具体的方策を取りまとめる。 
 
３．研究の方法 
 対象は初期研修後の外科後期研修医とす
る。研究方法として semi-structured focus 
group interview を 用 い 、 質 的 分 析
（qualitative analysis）を行う。focus group 
interview では会話の録音、内容の逐語転記
（verbatim transcription）を行い、コード
化と主題（theme）抽出を行う。大学病院と
市中病院の外科研修医の意識について比較
する。すべての調査・分析において対象者よ
り文書による同意を得る。 
 
４．研究成果 
(１）対象 
施設：外科教育病院 12（大学８，市中４） 
地域：東北４，関東２，中部１，近畿・中国
２，九州・沖縄３ 
対象者： 外科研修医 39 名（男 32，女７） 
外科の研修年数： １〜７年 
インタビュー人数：１〜５人 
インタビュー時間：平均 41 分 
 
(２）方法 
① semi-structured focus-group 

interviewを実施した。 
② インタビューの構造は国内外の先行研
究、国内の種々の調査報告から大枠を定
めた（1-10）。 

③ インタビューの音声を録音して、逐語転
記し、主題の抽出を行った。 
以下の８つの主題に分類して分析した。
１．外科を志した時期と理由，２．外科
手技実習の影響，３．外科の魅力，４．
ロールモデルの存在，５．外科医として
のキャリア・プラン，６．外科が敬遠さ
れる理由，７．外科医を増やす方策・提
案，８．その他。 

④ インタビュー参加者には事前に文書・口
頭による説明を行って、文書による同意
を得た。 



 (３）結果 
抽出された主題は以下の通りであった。 
① 外科を志した時期と理由 
＜時期＞「臨床実習での外科経験後」、
「卒後初期研修中」 
少数の「医学部入学時」の背景に「親が
外科医」あり。 
＜理由＞「外科的思考や方法論が自分に
合っていると思った」 
「先輩の勧め」も少数あり。 

② 外科手技実習の影響 
「OSCE 用の縫合実習は外科志望に寄与
しなかった」が主。 
「外科の臨床実習・初期研修と並行して
行うシミュレーション・トレーニングは
有効」の声もあり。 

③ 外科の魅力 
「患者さんの回復への直接の貢献」 
「技術の習得と自らの手による治療へ
の応用」 
「外科系のうち、機能だけでなく生命に
関与する領域である」等の声もあり。 

④ ロールモデルの存在 
「外科チーム全体の姿勢・雰囲気に惹か
れた」 
特定の外科医をロールモデルとする傾
向は乏しい。 

⑤ 外科医としてのキャリア・プラン 
大学病院研修医：「具体的数値目標は設
定せず」医局のプラン・差配で将来を描
く傾向 
市中病院研修医：「執刀経験を数値目標
として持つ」傾向 

⑥ 外科が敬遠される理由 
「時間の制約」，「過重労働」など「ワー
ク・ライフ・バランスの困難さ」は既報
の通り。 
「給与に反映されない」 
「臨床実習・卒後研修で外科診療に接す
る機会が乏しい」こともマイナス要因。 

⑦ 外科医を増やす方策・提案 
卒前臨床教育：「患者さんの回復過程を
当事者として体験する機会」 
卒後初期研修：「外科ローテート時の基
本手術の執刀経験」，「外科研修の必修
化」 
「研修プログラムを医学生に見える形
で提示する」ことの効果には賛否 
「報酬増」が外科希望者を増やす効果に
は懐疑的反応が主。 

⑧ その他 
女性研修医から「将来も昼夜兼行で外科
に従事できるか不安」の声あり。 

 
(４）まとめ 
① 若手外科医は、「臨床実習または卒後初
期研修での外科診療経験」により、「患
者さんの回復への直接の貢献」、「技術の
習得と自らの手による治療への応用」に
魅力を感じ、「外科的思考や方法論が自

分に合っている」と思い、外科専攻を決
めていた。 

② 外科が敬遠される理由は、「ワーク・ラ
イフ・バランスの困難さ」、「労働が給与
に反映されない」であるが、若手外科医
にはそれらを厭わない傾向が共通して
見られた。 

③ 外科医増のため、卒前臨床教育では「患
者さんの回復過程を体験する機会」が、
卒後初期研修では「基本手術の執刀経
験」、「外科研修の必修化」が浮かび上が
った。 
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